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広  報広  報

上平区　道祖神まつり上平区　道祖神まつり

　　上平の伝統文化を継承する会の皆上平の伝統文化を継承する会の皆
さんが３年前復活させた「初午（馬さんが３年前復活させた「初午（馬
曳き）」。同会の方は「こういった曳き）」。同会の方は「こういった
地元の人が集まる行事があることが地元の人が集まる行事があることが
大切。世代を超えた地域のコミュニ大切。世代を超えた地域のコミュニ
ケーションを大事にしたい」と話さケーションを大事にしたい」と話さ
れました。れました。

（２月４日）（２月４日）



　坂城町は、平成15年度から『坂城町行財政改革～自
律のまちづくりへの道しるべ～集中改革プラン』により、
行政コストの縮減と住民サービスの向上に務めてきまし
た。この間、地方分権による、権限移譲の推進や、少子高
齢化社会への対応など、町に求められる行政事務も広範
囲となり、また、団塊世代の定年による職員の定員管理も
大きな課題となっています。

　さらに、地方自治法の改正に伴い、「助役」が「副町
長」となり、特別職である「収入役」は廃止され、新たに
一般職の「会計管理者」が置かれることになります。
　これらの課題に対応していくため、一層の住民サービ
ス向上を図りながら、組織のスリム化と横の連携を重視
した組織機構の改革を進めます。

坂 城 町 議 会

まちづくり
推 進 室

議 会 事 務 局 議 会 係

会 計 管 理 者 会 計 係

総 務 係

財 政 係

税 務 係

収 納 推 進 係

まちづくり推進係

企 画 調 整 係

人権・男女共生係

契約・管財係

住 民 係

環 境 保 全 係

生 活 安 全 係

子 育 て 推 進 室

福 祉 係

保 険 係

健康推進係保 健
センター

産 業 振 興 係

商 工 観 光 係

農 林 整 備 係

管 理 係

建 設 係

都市・公園係

下 水 道 係

学 校 給 食センター

学 校 教 育 係

生 涯 学 習 係

文 化 財 係文 化 財
センター

総 務 課
選挙管理委員会
監査委員
固定資産評価審査委員会

企 画 政 策 課

住 民 環 境 課

福 祉 健 康 課

産 業 振 興 課

建 設 課

教 育 文 化 課教 育 長教育委員会

町 長 副 町 長

・議会に関する事務

・現金の出納及び保管
・現金及び財産の記録管理

・条例、規則などに関する事務
・情報公開
・行財政改革
・町の財政計画に関する事務
・予算案の編成・執行計画に関すること
・町県民税などの税金に関する事務
・税務相談
・町税などの徴収
・納税証明

・自律のまちづくり推進に関する事務
・広報、広聴、有線放送電話に関する事務

・総合計画の策定や産学官連携の調整など
・統計調査

・人権啓発
・男女共同参画推進に関すること
・契約事務に関すること
・入札参加資格業者の登録、業者選定に関すること
・公有財産に関すること

・戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録
・国民年金に関する事務
・環境保全、環境美化に関すること
・一般廃棄物に関すること
・防犯、交通安全に関すること
・消防団などに関すること
・消費生活についての啓発、相談

・子育て支援の推進
・保育所、子育て支援センターの運営
・社会福祉に関すること
・保育所の入園、保育料に関すること
・国民健康保険及び介護保険業務
・介護保険に関する相談、要介護認定に関すること

・健康推進、保健指導及び予防に関すること
・栄養改善、食育に関すること

・農業、商工業などの振興に関すること
・農商工業などの融合に関すること
・商工業の金融、資金の斡旋
・観光に関すること
・労働者福祉に関すること
・農地、山林に関すること
・農業委員会に関すること
・建設事業の調査、企画及び調整
・道路及び河川に関すること
・国土調査
・一般土木工事の測量、設計、施工、監督及び検収
・道路、河川の整備及び管理
・土砂災害防止対策、水防計画に関すること
・都市計画に関すること
・しなの鉄道、町内循環バス
・花と緑のまちづくりに関すること
・流域下水道に関すること
・合併浄化槽に関すること

・学校給食

・児童生徒の就学、入学に関すること
・児童館に関すること
・生涯学習の推進、スポーツの振興
・青少年育成に関すること

・文化財の保護、保存及びその活用
・坂木宿ふるさと歴史館

　組織機構図のとおり、
今までの12課が7課に、
34係が26係となります。
　今後、配置換えなどで
ご迷惑をお掛けします
が、なお一層の住民サー
ビスの充実に努力してい
きますので、ご理解ご協
力をお願いします。各課、
各係の連絡先、配置など
につきましても、広報など
でお知らせしていきます。

土地開発公社
隣保館

農業委員会

会計係

4月から町組織機構が変わります4月から町組織機構が変わります  
組織のスリム化と連携　12課34係が7課26係に組織のスリム化と連携　12課34係が7課26係に

2



統
一
地
方

統
一
地
方

選　
　

挙

選　
　

挙
行
こ
う
！ 

投
票
！！　

創
ろ
う
！ 

未
来
！！

４
月
８
日（
日
）投
票
日

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

・
昭
和
62
年
4
月
9
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
引
き
続
い
て
町
内
に

住
所
を
有
す
る
方
。

・
平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
転
入

の
届
出
を
さ
れ
た
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。

・
平
成
18
年
12
月
8
日
以
降
に
坂
城

町
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
た
方
で
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

坂
城
町
で
投
票
で
き
る
方

れ
て
お
ら
ず
、
坂
城
町
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

県
内
の
最
寄
り
の
市
町
村
が
交
付

し
た
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
し

た
方
。 

町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

・
昭
和
62
年
4
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
引
き
続
い
て
町
内
に

住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
19
年
1
月
16
日
ま
で
に
転
入

の
届
出
を
さ
れ
た
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

①
の
表
に
該
当
す
る
方
は
自
宅
で
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

①郵便による不在者投票の対象者②代理記載による不在者投票
①の対象となる方で、さらに下表に該当す
る方は、投票用紙の請求や投票の際に代理
記載をさせることができます。手続きにつ
いては、お問い合わせください。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
買

い
物
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
間　

３
月
31
日（
土
）〜

　
　
　

４
月
７
日（
土
）

坂
城
町
長
・

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
間　

４
月
18
日（
水
）〜

　
　
　

４
月
21
日（
土
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
８
時

場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　
　
　

期
日
前
投
票
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
城
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　
（
内
線
２
１
４
）

　

有
線
８
８
―
１
０
０
７

身体障害者
手　帳

上肢・視覚の障害
1級

戦傷病者
手　帳

上肢・視覚の障害
特別項症から第2項症まで

身 体 障 害 者 手 帳
両下肢・体幹・移動機能の障害 1級・2級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 1級・3級

戦 傷 病 者 手 帳
両下肢・体幹の障害 特別項症から第2項症まで

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸の障害 特別項症から第3項症まで

介護保険被保険者証 要介護5

【
告
示
日
３
月
30
日（
金
）】

４
月
22
日（
日
）投
票
日
【
告
示
日
4
月
17
日(

火)

】

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

坂
城
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
時
間 

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

※県議会議員一般選挙は、今回より選挙区が変更
され、千曲市・埴科郡区となり、定数は2名です。

坂城町長・町議会議員選挙
立候補予定者説明会

日時　3月22日(木) 午前10時～
場所　役場3階講堂

期  

日  

前  

投  

票
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区名 氏 名 組合 連絡先
　鼠 久保田　　　將 鼠団地４ ☎・有線 82－4016

　新　地 稲　葉　　　悟 新地団地 ☎　       82－7317
　金　井 師　田　和　幸 19 ☎・有線 82－5681
　入横尾 成　澤　明　雄 15 ☎・有線 82－4177
　町横尾 橋　詰　牧　尚 18-1 ☎・有線 82－5040
໐　泉　 遠　藤　博　敏 4 ☎・有線 82－7609
໐中之条 内　山　　　勇 15 ☎・有線 82－4705
　四ツ屋 林　　　芳　則 1 ☎・有線 82－4636
　戌久保 永　井　敏　昭 3 ☎・有線 82－0388
　御所沢 滝　沢　久　光 1 ☎・有線 82－2662
　田　町 関　　　　　徹 4 ☎・有線 82－4657
໐横　町 寺　田　利　八 5 ☎・有線 82－5711
　立　町 宮　川　甚　二 3 ☎・有線 82－2522
　込　山 原　　　孝　幸 1 ☎・有線 82－5925

区名 氏 名 組合 連絡先
　旭ヶ丘 中　澤　　　勲 4 ☎・有線 82－3523
　南日名 小宮山　正　雄 3 ☎・有線 82－4506
　北日名 西　澤　豊　男 2 ☎・有線 82－6931
　日名沢 松　本　幸　男 1 ☎・有線 82－3902
　新　町 宮　尾　廣　三 3 ☎         82－5607
　大　宮 小宮山　隆　三 1 ☎・有線 82－4042
　坂　端 髙　橋　勝　惠 4 ☎・有線 82－5317
໐苅屋原 荒　井　瀧　衛 1 ☎・有線 82－4043
　網　掛 宮　原　紘　一 中央 ☎         82－4653
　上五明 北　島　壽　夫 五明上手 ☎・有線 82－5483
◎上　平 朝　倉　國　勝 出浦北部 ☎・有線 82－3455
　小　網 宮　澤　正　博 小網 ☎・有線 82－6597
　月　見 柳　澤　　　勝 5 ☎・有線 82－6996

犬の飼い主の皆さんへ
実施日 場　　　　　所 時　　　　　間

４月11日㈬

北日名公民館前 午前 9：30～ 9：40
南日名公民館前 9：50～10：00
旭ケ丘公民館前 10：10～10：20
大宮公民館前 10：30～10：45
ＪＡちくま坂城支所前 10：55～11：10
田町十王堂 11：20～11：30
御所沢公民館前 午後 1：00～ 1：10
四ツ屋神明神社 1：20～ 1：40

４月17日㈫

苅屋原泉徳寺北側駐車場 午前 9：20～ 9：30
隣保館前 9：40～ 9：55
立町公民館前 10：05～10：15
月見区集会所前 10：25～10：40
上五明公民館前 10：50～11：05
小網公民館前 11：15～11：25
網掛公民館裏 11：35～11：45
ふれあいセンター前 午後 1：10～ 1：20
旧上平公民館前 1：30～ 1：40

５月10日㈭

鼠公民館裏 午前 9：30～ 9：50
ＪＡちくま南条支所前 10：00～10：15
金井麦大豆生産振興センター 10：25～10：40
町横尾公民館前 10：50～11：00
中之条14組合資源物収集所 11：10～11：25
入横尾公民館前 午後 1：00～ 1：10
泉区公民館前 1：20～ 1：35
中之条公民館前 1：45～ 2：00

５月13日㈰

鼠公民館裏 午前 9：30～ 9：45
ＪＡちくま南条支所前 9：55～10：05
泉区公民館前 10：15～10：25
中之条公民館前 10：35～10：50
四ツ屋神明神社 11：00～11：15
ＪＡちくま坂城支所前 11：25～11：40
隣保館前 午後 1：10～ 1：20
ＪＡちくま村上支所前 1：30～ 1：40
月見区集会所前 1：50～ 2：00

　

平
成
19
年
度
の
登
録
及
び
集
合
注

射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象　

 

生
後
91
日
以
上
の
す
べ
て
の

犬
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
狂

犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
飼

犬
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

料
金　

 

新
規
登
録
の
犬
：
６
，
２
２

０
円（
登
録
料
３
，０
０
０

円
＋
注
射
料
金
３
，２
２
０

円
）

　
　
　

 

登
録
済
み
の
犬
：
３
，
２
２

０
円
（
注
射
料
金
の
み
）

　

登
録
済
み
の
犬
を
お
飼
い
の
お
宅

に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
３
月
末
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
注
射
の
際
に
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
老
衰
等
に
よ
り
注
射
が
困

難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶
予
証
明

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
日
程
で
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
い
た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
５
）

　

有
線
８
８
│
１
０
２
５

飼
い
犬
の
登
録
・

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う

平成19年の
行政協力員（区長）さんをご紹介します

【敬称略】

◎会長　　໐副会長
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現    状 4月からの体制

入院体制
一般病床　105床
療養病床 80床
合　　計　185床

一般病床　53床
療養病床　46床
合　　計　99床

外来体制

常勤医師体制
　内科・整形外科・泌尿
　器科・麻酔科・外科
非常勤医師体制
　耳鼻咽喉科・形成外科
　・皮膚科
専門外来
　透析診療・禁煙外来

常勤医師体制
　内科・整形外科・泌尿
　器科・麻酔科
非常勤医師体制
　耳鼻咽喉科・形成外科
　・皮膚科・外科
専門外来
　透析診療・禁煙外来

救急医療

365日、24時間の救急
医療実施。
（3月30日、31日は改
装のため休止）

救急医療の休止。平日時
間内は原則、かかりつけ
で歩行可の患者は受け入
れるが救急車の受入れは
行わない。

手術体制 週5日実施。
緊急手術にも対応。

必要に応じて小手術のみ
実施。

健　　診 週4日、5名程度実施。 週1日、5名程度実施。

在宅医療
訪問看護・訪問リハビリ
居宅介護支援事業所・通
所リハビリテーション

変更なし

相談料　無料
◎問い合わせ先
　（社）長野県不動産鑑定士協会
　☎０２６（２２５）５２２８

消さないで　あなたの心の
注意の火

住宅防火 命を守る ７つのポイント
○３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す
○４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する
・寝具や衣類からの火災を防ぐため
に防炎品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由なひとを
守るために、隣近所の協力体制を
つくる
　備えよう！ 住宅用火災警報器
◎問い合わせ先
　千曲坂城消防本部
　０２６（２７６）０１１９

　都市・下水道課
　☎８２－３１１１（内線２５５）
　有線８８－１０１７

　坂城中学校生徒の制作した「野菜
や果物の彫刻」と、坂城町にあった
らいい「夢のレストランメニュー」
作品を展示します。
日時　３月22日（木）～
　　　５月10日（木）
場所　坂城駅ギャラリー
出展数　30作品
◎問い合わせ先
　都市・下水道課
　☎８２－３１１１（内線２５５）
　有線８８－１０１７

　不動産鑑定士による不動産評価な
どの相談会を開催します。不動産評
価に関することや不動産全般に関す
ることなどお気軽にご相談ください。
日時　４月２日（月）
　　　午前10時～午後４時
場所　上田商工会議所４階
　　　第１会議室
相談員　不動産鑑定士

日程　４月から７月までの毎月第
２・４月曜日
時間　午後７時30分～８時30分
場所　文化センター大会議室
講師　スタジオＩスポーツインスト
ラクター　漆脇美香さん
定員　20人
受講料　２，０００円
持ち物　チューブ（ない方にはお貸
しします）、運動靴、タオル、水
またはお茶（水分補給のため）
申込締切　３月23日（金）
※定員に達し次第締め切ります。
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

　毎日の暮らしのなかに息づく題材
で制作した、生徒の油彩画、デザイ
ンなどの展覧会を開催します。
日時　３月15日（木）～
　　　３月21日（水）
場所　坂城駅ギャラリー
出展数　20作品
◎問い合わせ先

ザ・ベジタブル＆
レストランメニュー展

チューブ体操教室
第Ⅰ期参加者募集

坂城高等学校美術作品展
不動産評価等の無料相談会

春の全国火災予防運動

　

長
野
赤
十
字
病
院
で
は
、
２
月

５
日
（
月
）
開
か
れ
た
「
長
野
赤

十
字
上
山
田
病
院
経
営
審
議
会
」

に
お
い
て
、
長
野
赤
十
字
上
山
田

病
院
の
、
４
月
か
ら
の
診
療
体
制

を
定
め
ま
し
ま
し
た
。

　

当
院
に
お
い
て
、
平
成
17
年
度

に
19
人
い
た
常
勤
医
師
が
平
成
19

年
度
に
は
８
人
（
年
度
途
中
か
ら

７
人
）
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

医
師
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
成
果
は

得
ら
れ
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
19
年
度
は
左
表
の
よ
う
に

縮
小
し
た
診
療
体
制
を
取
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
情
を

酌
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
赤
十
字
上
山
田
病
院

　

☎
０
２
６（
２
７
５
）１
５
８
１

　

今
回
、
病
床
数
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
ほ
か
、
救
急
医

療
が
休
止
さ
れ
る
な
ど
の
変

更
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
引
き
続
き
、
地
域
医
療

の
拠
点
と
し
て
、
救
急
医
療

を
は
じ
め
と
す
る
医
療
体
制

の
充
実
と
経
営
の
健
全
化
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

長野赤十字上山田病院からのお知らせ

4月から診療体制が変わります

　

 

と
し
て
は

町
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
、

翌
月
の
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
期

間
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
納

め
ま
し
ょ
う
。
２
年
経
過
後
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
老
後

に
受
け
取
る
年
金(

老
齢
基
礎
年
金)

が
減
る
か
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
「
万
が
一
」
の
と
き
に
受
け

ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
、
保
険
料
の
未
納
が
一
定
期

間
以
上
あ
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
「
便
利
・
確

実
・
安
心
」
な
口
座
振
替
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
で
前
納
（
ま
と
め
て
納
め

る
）
す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
が

お
得
に
な
り
ま
す
。
【
下
表
参
照
】

口
座
振
替
の
申
込
、
振
替
方
法
の
変

更
は
、
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・
口

座
届
出
印
を
持
参
し
て
役
場
窓
口
、

社
会
保
険
事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
前
納

希
望
の
方
は
、
平
成
19
年
３
月
中
頃

ま
で
に
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
保
険
料
の
一
部
免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
る
方
は
、
早
割
・
口
座
振

替
の
前
納
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
前
年
の
所
得
が
一

定
以
下
で
あ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
）
。
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
役
場
福
祉
課
保
健
年
金
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
保
健
年
金
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　
　

（
内
線
１
３
３
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
９

　

南
条
・
坂
城
・
村
上
の
各
児
童
館
で
は
、

平
成
19
年
度
の
登
録
児
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
各
児
童
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
各

児
童
館
及
び
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

３
月
９
日
（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
条
児
童
館

　

☎
・
有
線
８
２
―
７
７
１
２

　

坂
城
児
童
館

　

☎
・
有
線
８
２
―
７
９
６
６

　

村
上
児
童
館

　

☎
・
有
線
８
２
―
８
３
２
３

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
８

申
込
受
付
期
間

　

３
月
９
日
（
金
）
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
（
２
２
７
）
２
３
２
２

国
民

年
金
国
民
年
金
保
険
は
老
後
の
支
え

　
　
　
　
　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
期
限
は
翌
月
末
日

納
め
忘
れ
が
あ
る
と

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
付
が
困
難
な
と
き
に
は

平成19年度の保険料は月額14,100円
◎口座振替で納付する場合

納付方法 振替日 金額（年額） 割引額（年額）
１年前納 平成１９年５月１日 １６５,６５０円 ３,５５０円

６ヶ月前納 【前期】平成１９年 ５月 １日
【後期】平成１９年１０月３１日 ８３,６４０円×２回 １,９２０円

毎月納付（早割） 納付目的月の月末 １４,０５０円×１２回 ６００円
毎月納付 納付目的月の翌月末 １４,１００円×１２回 割引なし

◎納付書で納付する場合
納付方法 振替日 金額（年額） 割引額（年額）
１年前納 平成１９年５月１日 １６６,２００円 ３,０００円

６ヶ月前納 【前期】平成１９年 ５月 １日
【後期】平成１９年１０月３１日 ８３,９１０円×２回 １,３８０円

毎月納付 納付目的月の翌月末 １４,１００円×１２回 割引なし

児
童
館
（
児
童
ク
ラ
ブ
）

登
録
児
募
集

県
営
住
宅

県
下
統
一
募
集

※前納希望の方は、平成１９年３月中旬までに申し込みをお願いします。保険料の一部免除の
承認を受けている方は、早割・口座振替の前納はご利用できません。

6



ス
ト
ッ
プ
!!  

地
球
温
暖
化  

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う

自
動
車
と
地
球
温
暖
化

　

こ
れ
ま
で
の
連
載
で
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量

排
出
で
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大

部
分
を
占
め
て
い
る
の
が
二
酸
化
炭

素
だ
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、

１
年
間
に
１
人
当
た
り
約
２
，
１
０

０
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
約
30
％
は
ガ
ソ
リ
ン
の
燃

焼
に
よ
る
排
出
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
燃
料
と
す
る
自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
要
因
な
の
で

す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
と
は

　

「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
」
と
は
自
動
車

な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
が
空
回
り
（
回

転
）
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
、
簡
単

に
言
う
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ
ぱ

な
し
に
し
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
間
ず
っ
と
ガ
ソ
リ
ン

の
燃
焼
が
続
き
、
二
酸
化
炭
素
も
排

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
」
と
は
「
自
動
車
を
長
時
間
停
車

す
る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
信
号
待
ち

で
何
分
も
停
車
し
て
い
る
と
き
、
待

ち
合
わ
せ
の
た
め
に
停
車
し
て
い
る

と
き
な
ど
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
こ
と

に
よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
の
節
約
と
二
酸

化
炭
素
の
削
減
が
で
き
る
の
で
す
。

ア
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
効
果

　

一
般
の
乗
用
車
が
１
分
間
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
す
る
と
、
約
０
．
０
０
１

４
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
焼
さ
せ
、
約

９
ｇ
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
試
算
す
る
と
、
自
動

車
１
台
あ
た
り
１
日
５
分
間
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実
施
す
れ
ば
、

１
日
に
つ
き
０
．
０
７
ℓ
の
ガ
ソ
リ

ン
が
節
約
で
き
、
45
ｇ
の
二
酸
化
炭

素
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
１
年
間
続
け
る
と
、
年
間
２
５
．

５
５
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
節
約
で
き
、

１
６
．
４
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
節
約
さ
れ
た

ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
代
に
換
算
す
る
と
、

１
台
あ
た
り
約
３
，
０
０
０
円
の
節

約
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
掛
け
が
、

地
球
に
も
、
家
計
に
も
や
さ
し
い
行

動
に
な
り
ま
す
。

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
ぜ
ひ

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

連
載
特
集　

第
３
回
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
で
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
」

　

葛
尾
組
合
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の

う
ち
、
生
ご
み
が
占
め
る
割
合
は
約
24
％

に
な
っ
て
い
ま
す
（
Ｈ
17
調
べ
）
。
そ
の

生
ご
み
を
処
理
機
や
堆
肥
化
容
器
で
処
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
の
量
を
大

幅
に
減
量
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
社

会
の
推
進
の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
・
生

ご
み
堆
肥
化
容
器
の
購
入
者
に
は
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象　

家
庭
用
の
生
ご
み
処
理
機

（
事
業
所
か
ら
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

補
助
金
交
付
額　

購
入
金
額
の
１
／
２
以

内
（
限
度
額
２
万
円
）

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
類
（
住
民
環
境
課
窓
口
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
）

②
交
付
金
の
振
込
口
座
（
原
則
と
し
て
申

請
者
と
同
じ
名
義
の
口
座
）

③
印
鑑
（
認
印
）

④
領
収
書
（
必
ず
申
請
者
名
が
記
入
さ
れ

て
い
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
シ
ー
ト
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　

（
内
線
１
２
５
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
５

生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
堆
肥

化
容
器
の
購
入
補
助
金
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

町内の家庭用自動車全てでアイドリングストップをしてみると…
　　　　　町内の家庭用自動車保有台数で１日５分のアイドリングストップを
　　　　１年間続けた場合の効果
 ガソリン　　12,675台×25.55ℓ＝323,846.25ℓの節約
 二酸化炭素　12,675台×16.4kg＝207,870kg≒208tの削減

（自動車保有台数：平成18年３月31日現在）
（燃料消費、二酸化炭素排出換算については、環境省資料より）
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勤労者総合福祉センター
前期(4月～9月)講座受講生募集中
　　　　講　　座　　名 曜日 　　時　　　間
　軽スポーツ 火 午後2時～4時
　血液さらさら体操 火 午後7時～7時50分
　わいわいエアロビクス 火 午後8時～9時
　バランスヨガ 火 午前10時30分～11時20分
◎ダンスダンスエアロ 火 午後1時～2時
　アメリカン・パッチワーク・キルト① 火 午前10時～正午
　こどもジャズダンス① 水 午後4時30分～5時15分
　こどもジャズダンス② 水 午後5時30分～6時30分
　シェイプアップ体操 水 午後1時30分～2時30分
　社交ダンス 水 午後7時～9時
　アメリカン・パッチワーク・キルト② 水 午前10時～正午
　アメリカン・パッチワーク・キルト③ 水 午後1時～3時
　楽しい絵手紙① 水 午前10時～正午
　楽しい絵手紙② 水 午後1時～3時
　楽しい絵手紙③ 水 午後6時～8時
　オカリナ① 水 午前10時～11時30分
　オカリナ② 水 午後1時～2時30分
　オカリナ③ 水 午後2時40分～4時10分
　太極拳 木 午後1時～3時
◎フォークダンス 木 午前10時～正午
　紙粘土 木 午後7時～9時
　楽しい歌教室 木 午後1時30分～3時30分
　やさしい水彩画① 木 午後1時30分～3時30分
○やさしい水彩画② 木 午後7時～9時
　エアロビクス 金 午後7時30分～8時45分
　アクアフィットネス 金 午後6時30分～7時30分
◎スリムアップヨーガ 金 午後1時30分～2時30分
◎健康づくり教室 金 午前10時～10時50分
　陶芸① 金 午後2時～5時
　陶芸② 金 午後6時～9時
　カラオケ① 金 午後1時30分～3時30分
　カラオケ② 金 午後7時～9時
　ハワイアン・フラダンス 土 午後1時～2時15分
　フラメンコダンス 土 午後7時～8時30分
◎楽しい山歩き 土 5／12・7／8・9／8
　陶芸③ 土 午後2時～5時
　陶芸④ 土 午後6時～9時
　カラオケ③ 土 午後1時30分～3時30分
○カラオケ④ 土 午後7時～9時
　家庭園芸（花とみどり） 土 午前10時～正午

　春の季節にあう花寿しをつくりま
す。基本を学び、あとは応用。見た
目にも可愛い巻き寿しができます。
また、型がなくてもできるざる豆腐
づくりも行います。
日時
・花寿し　３月７日、21日（水）
・豆腐　　３月14日（水）
　午前９時30分（各回とも）
場所　びんぐしの里農産物加工セン
ター
募集人員　15人（各回とも）
参加費　１，５００円（各回とも）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２－０１４１

　２月４日（日）、文化センター２
階中会議室で町長杯並びに塩入杯争
奪囲碁大会が開催されました。大会
の戦績を掲載します。
【町長杯】※敬称略
優勝　　11段　原　光王（網掛）
準優勝　４段　小山猶幸（月見）
３位　　８段　中野勝治（月見）
４位　　９段　青木幹雄（新町）
５位　　８段　竹内利夫（四ツ屋）
【塩入杯】
優勝　　２段　市川静男（小網）
準優勝　初段　片桐　正（入横尾）
３位　　初段　岡田忠重（込山）
４位　　４級　菊田甫之（新地）
５位　　１級　武内範夫（新地）　

花寿し・豆腐づくり体験教室

　広報さかき２月号３ページ及び、
保健補導員から配布した検診申込書
に同封の「生活習慣病検診のご案
内」裏面に掲載しました「メタボリ
ックや予備軍がこんなにも！」記事
中に誤りがありました。あわせて、
この掲載内容を示す図及び図内の数
値についても誤りがありましたこと
をお詫び申し上げます。

【訂正】
　町の健診結果でメタボリックシン
ドロームやその予備軍の状況をみる
と、男性では30代で50人中１人、50
歳以上では平均して50人中７人とい
う状況です。女性は一般的に閉経後
に内臓脂肪がつきやすくなる傾向が
あり、50代から増加傾向です。

お詫びと訂正

町長杯・塩入杯囲碁大会結果

◎印:新設講座 ○印:増設講座

※アクアフィットネス講座は、湯さん館運動浴室で行います。
申込受付　3月6日(火)
◎申込・問い合わせ先
坂城勤労者総合福祉センター
☎・有線81ー1234 　　FAX81ー1235
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ります。日頃、この連絡所をご利用
いただいている皆さんにはご不便を
おかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
◎問い合わせ先
　長野地方事務所税務課
　☎０２６（２３４）９５０５
　県庁税務課
　☎０２６（２３５）７０４７　

　今年は、江戸～明治時代に作られ
た雛人形を中心に展示します。また、
展示にあわせ、講演会も開催します。
展示期間　３月21日（水）～
　　　　　５月27日（日）
場所　坂木宿 ふるさと歴史館
入館料　100円（歴史館入館料含む）
【講演会：雛人形の歴史　
　坂城町から三月の節句をみる】
日時　３月24日（土）午後１時30分
場所　中心市街地コミュニティセン
　ター
講師　小野和英さん（丸子実業高校
教諭・前長野県立歴史博物館主事）
◎問い合わせ先
　坂城町商工会
　☎・有線８２－３３５１
　講演会について
　文化センター内生涯学習課
　☎・有線８２－２０６９

　長野農業改良普及センターとＪＡ
ちくまでは、好評をいただいている
アグリセミナーの内容をさらに充実
させ、第６期生を募集します。セミ
ナーは、これから農業をやってみた
い方を対象に１期２年間で「農業の
基礎から生産販売まで、もうかる作
物と農業」について学んでいきます。
コース　・野菜コース
　　　　・果樹コース
　　　　・花きコース
申込期限　３月15日（木）
◎申込・問い合わせ先
　農業改良普及センター千曲支所
　☎０２６（２７３）０１７７
　ＪＡちくま本所
　☎０２６（２７２）２３２３
　（または各営農センター）
　坂城町役場農林課
　☎８２－３１１１（内線１６４）
　有線８８－１０４１

あると認められること
④日本育英会ほか、これに類する団
体から別に学資の給与を受けてい
ないこと
出願期間　４月13日（金）
◎提出・問い合わせ先
　学校教育課
　☎８２－３１１１（内線２３１）
　有線８８－１０１２

　町では、町内で花を育てたい方に
花の種を貸し出し、花を楽しんだ後
収穫した種を、貸し出した分だけ返
していただく「花の種銀行」を開設
しています。
　手軽に育てられる花の種を多数用
意しました。口座を開設し、種から
花を育ててみませんか。
貸し出し用春蒔きの種
　朝顔、アスター、マリーゴールド、
けいとう、ひまわり、バーベナ、お
みなえし、ガザニア、クレオメ、サ
ルビア、風船かずら、アサリナ、桔
梗、千日紅、ダリアなど
◎申込・問い合わせ先
　都市・下水道課公園緑地係
　☎８２－３１１１（内線２５２）
　有線８８－１０１５

　町保育園では、パート保育士を募
集します。
募集人員　若干名
勤務先　町保育園
募集期限　３月15日（木）
※詳しくはお問い合わせください。
◎問い合わせ先
　坂城保育園
　☎・有線８２－２１１１

　県では、３月末をもって千曲建設
事務所内にある長野地方事務所埴科
連絡所を廃止します。
　これまで埴科連絡所で行っていた
県税の納税は、お近くの銀行、農協、
郵便局などの金融機関又は地方事務
所税務課をご利用ください。
　また、納税証明書の発行について
は、地方事務所税務課をご利用いた
だくか、郵送による発行も行ってお

　３月は国民健康保険税、介護保険
料（第９期）の納付月です。
　納付書の場合は、納付期限までに
最寄りの金融機関で納入してくださ
い。口座振替は４月２日（月）が振
替日となります。納付方法、口座の
変更などを希望される方は、３月20
日（火）までにご連絡ください。
町税前納報奨金制度の廃止

　平成19年度から、町税前納報奨金
制度（町県民税）が廃止となります。
口座振替登録をされている方で、納
付方法の変更（全期前納から期別納
付）を希望される方は、お手数です
が、手続きが必要となりますので下
記までご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　税務課収税係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

　町では、防災意識の高揚と地震被
害の軽減を図るため国・県と協力し、
耐震診断を行います。
　耐震診断の詳しい内容については、
今月お配りしたチラシ「木造住宅耐
震診断事業が始まります」をご覧い
ただき、不明な点はお問い合わせく
ださい。
◎問い合わせ先
　建設課管理住宅係
　☎８２－３１１１（内線１７５）
　有線８８－１０４４

　町では、大学・高校に在学または
職業訓練機関に入所している方で、
次の要件を備えている場合、奨学金
を支給します。出願書類は学校教育
課にあります。
給与額　月額５千円
要件
①受給者または親権者が、坂城町に
引き続き１年以上居住しているこ
と
②能力があり、品行方正であること
③経済的理由により、修学が困難で

坂城町花の種銀行
きれいな花を咲かせましょう

長野地方事務所埴科連絡所
税務業務が終了

町税などの
第９期の納付期限は

４月２日（月）です

インフォメーション

木造住宅耐震診断事業を開始

平成19年度奨学生の募集

第２回古雛祭り＆講演会

町保育園パート保育士募集 埴科地域アグリセミナー
第６期生を募集
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１
月
28
日
（
日
）
、
坂
城
町
消
防

団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
山
団
長
以
下
、
消
防
団
及
び
婦

人
消
防
隊
員
約
２
９
０
名
が
さ
か
さ

ぎ
通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防

団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

※
敬
称
略　

（　

）
は
所
属
分
団

消
防
庁
長
官
表
彰

【
退
職
感
謝
状
】

山
﨑　

晋
一
（
２
）

竹
中　

譲　

（
７
）

宮
澤　

幸
彦
（
ラ
ッ
パ
）

神
田　

徳
幸
（
ラ
ッ
パ
）

長
野
県
知
事
表
彰

【
退
職
感
謝
状
】

塩
野
入
博
幸
（
前
団
長
）

山
﨑　

勉　

（
前
副
団
長
）

上
原　

猛　

（
１
）

三
井　

悟
史
（
２
）

伊
藤　

弘
次
（
５
）

清
水　

範
夫
（
８
）

坂
城
町
長
表
彰

【
退
職
感
謝
状
】

塩
野
入
博
幸
（
前
団
長
）

荒
井　

一
郎
（
前
副
団
長
）

山
﨑　

勉　

（
前
副
団
長
）

大
久
保
美
智
子

　

（
前
婦
人
消
防
隊
隊
長
）

上
原　

猛　

（
１
）

山
﨑　

晋
一
（
２
）

三
井　

悟
史
（
２
）

山
下　

昌
律
（
５
）

伊
藤　

弘
次
（
５
）

北
村　

一
朗
（
７
）

竹
中　

譲　

（
７
）

清
水　

範
夫
（
８
）

北
島　

亘　

（
10
）

宮
澤　

幸
彦
（
ラ
ッ
パ
）

神
田　

徳
幸
（
ラ
ッ
パ
）

【
退
任
者
表
彰
】

瀧
澤　

直
之
（
１
）

関　
　

和
弘
（
２
）

山
﨑　

洋
一
（
３
）

山
﨑　

直
人
（
３
）

風
間　

陽
二
（
４
）

西
沢　

正
和
（
５
）

菅
野　

昭
弘
（
５
）

小
宮
山
幸
治
（
６
）

西
沢　

英
基
（
６
）

清
水　

伸
一
（
７
）

宮
下　

正
次
（
７
）

塚
田　

晃　

（
８
）

中
島　

法
通
（
８
）

小
宮
山
正
行
（
９
）

塚
田　

公
人
（
10
）

山
城　

忠
則
（
10
）

久
保　

光
正
（
11
）

中
村　

昌
弘
（
ラ
ッ
パ
）

【
優
秀
章
】

直
江　

芳
樹
（
１
）

三
井　

貴
史
（
２
）

中
村　

純　

（
３
）

山
﨑　

直
人
（
３
）

富
山　

貴
央
（
５
）

中
澤　

郁
夫
（
７
）

黒
岩　

千
尋
（
８
）

高
畑　

直
人
（
９
）

塩
野
入　

寿
（
９
）

春
日　

貴
之
（
９
）

宮
入　

真
道
（
９
）

大
塚　

康
二
（
10
）

塚
田　

貴
彦
（
10
）

宮
下　

紘
樹
（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
退
職
感
謝
状
】

塩
野
入
博
幸
（
前
団
長
）

荒
井　

一
郎
（
前
副
団
長
）

山
﨑　

勉　

（
前
副
団
長
）

【
功
労
章
】

浅
野
井
克
明
（
９
）

玉
木　

旬　

（
７
）

【
努
力
章
】

宮
嶋　

和
博
（
２
）

山
岸　

一
暁
（
４
）

【
精
績
章
】

島
田　

由　

（
６
）

清
水　

浩
樹
（
８
）

【
技
術
章
】

下
鳥　

智
明
（
10
）

近
藤　

貴
志
（
11
）

【
精
勤
章
】

山
﨑　

福
一
（
１
）

橋
本　

洋　

（
３
）

井
口　

安
勝
（
４
）

塚
田　

広
司
（
５
）

柳
沢　

智
裕
（
５
）

鈴
木　

剛　

（
６
）

池
上　

清
一
（
７
）

鵜
飼　

茂
昭
（
９
）

山
辺　

繁
雄
（
11
）

渡
邊　

大
意
（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
賞
】

若
林　

裕
也
（
１
）

宮
原　

文
治
（
２
）

三
井　

貴
史
（
２
）

赤
池　

秋
彦
（
３
）

竹
前　

正
彦
（
４
）

片
桐　

修　

（
５
）

小
宮
山
剛
史
（
６
）

中
澤　

郁
夫
（
７
）

磯
野　

真　

（
８
）

高
畑　

直
人
（
９
）

大
塚　

康
二
（
10
）

鈴
木　

英
雄
（
11
）

前
山　

一
隆
（
ラ
ッ
パ
）

【
勤
続
章
15
年
】

鈴
木　

博
幸
（
７
）

小
玉　

博
志
（
ラ
ッ
パ
）

【
勤
続
章
10
年
】

関　
　

正
則
（
１
）

三
井　

悟
史
（
２
）

前
澤　

章
宏
（
２
）

滝
澤　

利
憲
（
３
）

小
林　

茂
和
（
３
）

宮
嶋　

直
人
（
３
）

清
水　

勝
幸
（
３
）

山
崎　

哲
也
（
３
）

西
沢　

正
和
（
５
）

玉
木　

旬　

（
７
）

池
上　

清
一
（
７
）

中
澤　

郁
夫
（
７
）

水
井　

智
司
（
８
）

古
谷　

哲　

（
８
）

鵜
飼　

茂
昭
（
９
）

高
畑　

直
人
（
９
）

川
島　

秀
樹
（
10
）

竹
内　

和
幸
（
10
）

柳
澤　

定
則
（
11
）

上
野　

雅
彦
（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
消
防
団　

出
初
式
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こ
こ
近
年
、
ど
の
分
団
も
消
防
団

員
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
に
団
員
の
勧
誘

が
あ
っ
た
時
は
「
仕
事
と
の
両
立
は

で
き
な
い
」
と
思
い
、
断
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
熱
心
に

何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
て
、
自
分

を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、

入
団
を
決
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
仕
事
を

で
き
る
だ
け
優
先
さ
せ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
先
輩
の
丁
寧
な
指
導
で
、
消

防
用
ホ
ー
ス
の
伸
ば
し
方
や
放
水
操

作
、
そ
し
て
規
律
あ
る
団
体
行
動
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
は

厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
が

終
わ
る
と
先
輩
後
輩
と
し
て
で
は
な

く
友
だ
ち
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
話
が

で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
魅
力
は
お
金
で

は
買
え
な
い
も
の
が
手
に
入
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
付

き
合
う
こ
と
が
で
き
、
生
涯
の
友
人

が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
入
団
し
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
入
団
し
て
実
感
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
四
ツ
屋
・
御
所
沢
・

田
町
・
戌
久
保
を
担
当
す
る
定
員
23

名
の
消
防
団
で
す
。
主
な
活
動
と
し

て
火
災
時
の
サ
ポ
ー
ト
、
消
火
施
設

の
点
検
、
広
報
活
動
な
ど
、
日
々
火

災
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ン
プ
操
作
の
技
術
を
競
う
操
法
大

会
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
７
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
年
々
楽
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
最
初
は
、
様
々
な
年
齢

の
人
達
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
心
配
で

し
た
が
、
入
団
し
て
み
る
と
そ
ん
な

不
安
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
年
齢
は

違
い
ま
す
が
、
快
く
迎
え
て
く
れ
た

先
輩
達
が
多
く
、
操
法
大
会
や
慰
労

会
な
ど
、
皆
と
同
じ
目
標
で
活
動
を

共
に
し
て
い
く
う
ち
に
自
然
と
打
ち

解
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
防
活
動
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
い
ろ
ん
な
仲
間
と
出
会
え
た
事

は
、
今
の
自
分
の
大
き
な
財
産
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
消
防
団

の
活
動
は
安
全
な
生
活
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
誰
か
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

第
11
分
団
は
、
主
に
上
平
地
区
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
見
て
く

だ
さ
い
。
け
っ
こ
う
楽
し
そ
う
で

し
ょ
!!　

去
年
入
団
し
た
団
員
は

「
活
動
は
大
変
だ
け
ど
幅
広
い
年
代

の
人
と
話
せ
る
し
、
旅
行
行
事
や
懇

親
会
も
楽
し
か
っ
た
。
何
よ
り
子
供

の
と
き
に
憧
れ
て
い
た
消
防
車
に
乗

れ
る
か
ら
入
団
し
て
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
！　

入
団
す
る
と
、
あ
の

真
っ
赤
に
輝
く
消
防
車
に
乗
れ
ま
す

よ
！

　

消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

カ
ン
カ
ン
鐘
を
鳴
ら
し
て
、

防
火
広
報
を
す
る
消
防
車
が
走
っ
て

い
る
の
を
見
た
事
の
あ
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
消
火
栓
や
防

火
水
槽
な
ど
の
水
利
の
点
検
、
各
種

災
害
時
の
救
援
活
動
や
そ
の
訓
練
、

ま
た
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
多
岐

に
渡
り
ま
す
。

　

私
は
入
団
す
る
ま
で
消
防
団
の
活

動
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

入
団
を
進
め
ら
れ
た
時
、
面
倒
だ
な

地
域
を
守
る　

地
域
の
力

　

日
頃
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
地
域
を
守
り
、
私
た
ち
の
安

心
・
安
全
な
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防
団
。
各
分
団
ご
と
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
団
で
は
、
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

◎
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
総
務
係

　

 

☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）　

有
線
８
８
―
１
０
０
６

消
防
団
の
魅
力

第
１
分
団
分
団
長　

山
﨑
福
一

　
（
担
当
地
区　

鼠
・
新
地
）

み
ん
な
に
身
近
な
消
防
車

第
11
分
団
分
団
長　

近
藤
貴
志

　
（
担
当
地
区　

上
平
）

僕
ら
は
第
５
分
団
で
す　
第
５
分
団
分
団
長　

塚
田
広
司

　
（
担
当
地
区　

四
ツ
屋
、
御
所
沢
、
田
町
、
戌
久
保
）

消消    
防防    

団団    

紹紹    

介介
part2
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ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　

町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
り

ん
ご
・
ぶ
ど
う
農
家
の
農
作
業
の
お

手
伝
い
を
す
る
「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
作
業
の
お
手
伝

い
を
希
望
す
る
方
が
、
ア
グ
リ
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
農
家
の
作
業
依

頼
に
応
じ
て
農
作
業
を
お
手
伝
い
し
、

作
業
報
酬
（
１
時
間
７
５
０
円
）
を

受
け
る
も
の
で
す
。

主
な
作
業
内
容

　

り
ん
ご…

 

花
摘
み（
５
月
）、

　
　
　
　
　

葉
摘
み（
９
月
〜
）、

　
　
　
　
　

収
穫（
11
月
〜
）

　

ぶ
ど
う…

 

肩
落
と
し
、房
こ
き
、

　
　
　
　
　

摘
粒
、袋
か
け
、か
さ
掛

　
　
　
　
　

け（
５
月
〜
7
月
）

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集

 

あ
な
た
も
、
美
味
し
い
果
物
づ
く

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
を
育
て
る
喜
び

と
仲
間
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
一
緒
に

味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

　

農
協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
技
術
員

が
や
さ
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
、
町
外
に
お

住
ま
い
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

楽
し
く
、
真
剣
に
果
物
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
役
場
農
林
課
内
）

　
　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　
　
　

（
内
線
１
６
４
）

　
　

有
線
８
８
―
１
０
４
１

果
樹
栽
培
の
応
援
団

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

皆
さ
ん
の
中
に
「
安
心
し
て
農
地

を
貸
し
た
い
」
「
貸
し
た
い
農
地
は

あ
る
け
ど
、
離
作
料
や
保
証
の
問
題

が…

」
「
農
地
を
借
り
て
、
経
営

規
模
を
拡
大
し
た
い
」
と
思
っ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

 

「
利
用
権
設
定
」
を
す
れ
ば
貸
し

た
農
地
は
返
っ
て
き
ま
す
。
「
利
用

権
設
定
」
は
、
貸
し
手
と
借
り
手
と

で
決
め
た
期
間
が
く
れ
ば
貸
借
関
係

は
終
了
し
、
必
ず
返
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
制
度
で
す
。

　

法
律
に
基
づ
い
て
貸
し
借
り
の
契

約
を
結
ん
で
お
け
ば
、
安
心
し
て
農

地
の
貸
し
借
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

貸
し
借
り
を
行
っ
て
い
る
農
地
の

権
利
関
係
に
関
す
る
情
報
は
、
農
業

委
員
会
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
貸
し
借
り
の
期
間
が
終
了
す
る

前
に
貸
し
手
、
借
り
手
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
貸
し
借
り
を
更
新
す
る
か
、

利
用
権
で

安
心
貸
し
借
り

　

味
ロ
ッ
ジ
わ
く
わ
く
さ
か
き
は
、

上
平
を
元
氣
に
す
る
会
の
お
ふ
く
ろ

の
味
部
会
の
皆
さ
ん
が
つ
く
っ
た
麹

と
、
地
元
産
の
大
豆
を
使
っ
た
味
噌

農
業
委
員
会
だ
よ
り

坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

役
場
農
林
課
内

　

☎
８
２̶

３
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）             

　

有
線
８
８̶

１
０
４
０

地
元
産
の
大
豆
を
使
っ
た

味
噌
づ
く
り
に
挑
戦
！

終
了
す
る
か
、
そ
の
つ
ど
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
少
子
高
齢

化
に
即
応
し
た
農
業
者
の
た
め
の
公

的
年
金
で
、
農
業
者
が
積
み
立
て
た

原
資
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
、
生
涯

に
わ
た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
る
「
確

定
拠
出
型
積
立
方
式
」
の
年
金
と
な

っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

・
保
険
料
の
額
は
自
由
で
す
。

・
80
歳
ま
で
の
保
障
付
き

・
税
制
上
の
優
遇
措
置
あ
り

・
保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
が
受

け
取
れ
る
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
に

　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
味
ロ
ッ
ジ
わ
く
わ

く
さ
か
き
が
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
内

に
あ
る
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
、
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
地
元
特
産
の
農
産
物
に
付

加
価
値
を
加
え
た
商
品
を
開

発
・
販
売
す
る
か
た
わ
ら
、
さ

か
き
の
味
づ
く
り
を
町
民
の
皆

さ
ん
に
体
験
し
、
伝
承
し
て
い

た
だ
こ
う
と
開
催
し
た
も
の
で

す
。

　

参
加
者
は
、
一
日
が
か
り
で

本
格
的
な
味
噌
づ
く
り
を
体
験

し
「
秋
に
は
美
味
し
い
味
噌
が

食
べ
ら
れ
る
の
で
楽
し
み
」

「
昔
を
思
い
出
し
て
、
と
て
も

な
つ
か
し
い
！
」
と
、
熱
心
に

味
噌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

12



　農地は、農業生産の基盤であり、食料の生産はもとより、景観・環境保全や防災など、重要な
機能と役割を果たしています。
　しかし、一度農地以外のものにされると元にもどすことが難しく、許可なく勝手に農地以外の
ものに転用すると、計画的な土地利用ができず、周辺農業へ支障を生じることがあるなど周りの
皆さんの迷惑になります。そのため、農地を転用する場合には、許可などの手続きが必要なのです。

許可なく転用したら?
　許可を受けずに農地の転用をした場合は、農地法に
違反することとなり、農地等の権利取得の効力が生じ
ないだけでなく、知事は工事の中止、原状回復などを命
ずることができます。
　また、無断転用(法4条、5条の違反)をした者は、3年
以下の懲役又は300万円以下の罰金、また、知事の原
状回復命令に違反した者は、6月以下の懲役又は30万
円以下の罰金が科せられます。  

農地転用とは？  一時的な農地転用は？
　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、例
えば、宅地・工業用地・道路・山林などの用地に
転換することをいいます。

　農地を一時的な資材置き場、仮説事務所、砂
利採取場などとして利用する場合も転用にな
り、許可が必要です。

●農業委員会はこんな活動をしています!●
　農業委員会は、地域の農業者の代表として選ばれた農業委員（選挙委員）と議会やJA・
土地改良区など農業団体等から選任された農業委員（選任委員）で構成されています。

かけがえのない農地と担い手を守り、力強い農業をつくる
『かけ橋』を組織理念として活動を展開しています。

お気軽に
ご相談ください!

地区担当の農
業委員があな
たのご相談に
応じます。

農業委員は地域の「世話役」
税金・農地の売買・後継者など

農家の相談相手

優良農地の確保と有効利用
遊休農地の解消

農地情報の一元管理

新たな農業者年金制度の
普及と定着

認定農業者などへの
農地の利用集積
経営改善の支援

農業者の声の積み上げた
意見の公表

行政への建議、諮問答申

農業・農業者に
関する情報提供

農業委員会だより
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平
成
18
年
11
月
26
日
（
日
）
坂
城

町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
18

年
度
「
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
さ
か
き
」
が
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
約
５
０
０
人
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
内
東
北

信
と
中
南
信
の
両
地
区
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
長
野
県

男
女
共
同
参
画
推
進
県
民
会
議
と
坂

城
町
に
よ
る
実
行
委
員
会
に
お
い
て

企
画
・
運
営
さ
れ
、
女
団
連
の
理
事

全
員
と
坂
城
男
女
共
同
み
ん
な
の
会

役
員
が
坂
城
町
選
出
実
行
委
員
と
し

て
参
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
「
上
五

明
長
持
ち
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
町

の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
勇
ま
し

く
力
強
い
長
持
唄
の
熱
演
に
会
場
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　

続
い
て
、
企
業
と
農
業
の
面
か
ら

お
二
人
に
事
例
発
表
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
力
石
化
工
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
佐
藤
洋
子
さ
ん
か
ら
は

「
中
小
企
業
を
支
え
る
女
性
た
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
小
企
業
の
経
営
者

と
し
て
の
苦
労
話
や
、
企
業
で
働
く

女
性
た
ち
の
ひ
ら
め
き
な
ど
を
具
体

的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
味

ロ
ッ
ジ
わ
く
わ
く
さ
か
き
会
長
の
西

澤
て
る
さ
ん
か
ら
は
「
坂
城
の
味
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

農
産
物
加
工
施
設
で
の
売
れ
る
特
産

品
づ
く
り
に
か
け
た
情
熱
や
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
す
様
子
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
も
お
馴
染
み
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
笠
井
信

輔
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
「
息
子
3
人

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
記
者
夫
婦
奮
闘
物

語
」
で
は
、
夫
婦
共
働
き
に
よ
る
子

育
て
の
工
夫
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
立
会

い
出
産
の
体
験
談
や
最
近
の
教
育
問

題
に
至
る
ま
で
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
語
り
口
に
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘

れ
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
で
は
、
心
身
と

も
に
豊
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
真
の

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
、
各
地

域
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

西澤てるさん 佐藤洋子さん

男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
さ
か
き

山
﨑　

恒
子

 ▲

迫
力
あ
る
長
持
ち
の
披
露

 ▲

笠
井
さ
ん
の
講
演

　

私
が
、保
健
補
導
員
の
会
長
と
し
て

坂
城
町
女
性
団
体
連
絡
会
に
加
わ
っ

て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
任
期
2
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
目
は
、戸
惑
い
と
不
安
を
感
じ

な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た
会
長
職
で

し
た
。
月
1
回
の
理
事
会
を
軸
に
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
横
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
、
様
々
な
研
修
会
や
講
演
会

等
に
参
加
し
、先
輩
方
々
が
築
き
上
げ

た
当
会
を
何
と
か
来
年
度
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

と
り
わ
け
、
昨
年
11
月
26
日
に
開

催
し
ま
し
た「
男
女
共
同
参
画
地
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
さ
か
き
」
で
は
、
実
行
委

員
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か
り
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
各
自
の
役
割
を
責

任
を
も
っ
て
全
う
し
、
無
事
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
2
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
新
た

な
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
期
間
で
し
た
。お
世
話
に
な

り
ま
し
た
皆
様
方
に
「
出
会
い
に
感

謝
」の
言
葉
を
捧
げ
る
と
と
も
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
会
い
に
感
謝

会
長　

清
水　

真
美

会報第16号
平成19年３月１日
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1
月
23
日
（
火
）
、
本
年
度
も
坂

城
男
女
共
同
み
ん
な
の
会
の
皆
さ
ん

と
合
同
に
よ
る
町
政
懇
談
会
が
、
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
（
35
名
出
席
）

　

中
沢
町
長
、
青
木
助
役
、
栁
澤
教

育
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
く
中
、
は

じ
め
に
中
沢
町
長
か
ら
町
の
施
策
に

つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
自
然
と

人
と
産
業
が
共
生
す
る
、
誰
も
が
誇

町
政
懇
談
会
を

開
催
し
て

小
宮
山　

ス
ミ
江

れ
る
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、
福
祉
の
充
実

と
健
康
づ
く
り
、
産
・
学
・
官
の
連

携
、
特
産
品
づ
く
り
、
道
路
等
の
基

盤
整
備
、
町
の
機
構
改
革
な
ど
具
体

的
な
説
明
で
し
た
。

　

続
く
懇
談
会
で
は
、
各
方
面
か
ら

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
高
齢
者
医

療
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
要
望
。

②
日
赤
上
山
田
病
院
の
存
続
問
題
に

関
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
し
て

何
と
か
続
け
て
ほ
し
い
。

③
児
童
・
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
台

数
を
増
や
す
な
ど
の
環
境
整
備
。

④
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
、
女

性
が
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
で
き
る
取
り
組
み
。

⑤
町
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
事
務
の

効
率
化
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
給
食
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
、
保
育
料
の
軽
減
、
子
供
の

医
療
の
充
実
、
地
域
活
動
支
援
事
業

の
継
続
、
浄
化
槽
補
助
区
域
、
18
号

バ
イ
パ
ス
早
期
開
通
な
ど
住
民
生
活

に
密
着
し
た
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
懇
談
会
で
の
意
見
が
お
役
に

立
て
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
25
日
、
「
森
だ
く
さ
ん

の
会
女
性
部
」
の
活
動
を
視
察
す
る

た
め
、
25
名
で
上
伊
那
地
方
事
務
所

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

森
だ
く
さ
ん
の
会
女
性
部
は
「
恵

み
豊
か
な
里
山
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
平
成
13
年
に
発
足
。
手
入
れ
の
で

き
て
い
な
い
里
山
を
森
林
所
有
者
の

了
解
を
得
て
整
備
を
し
、
出
た
材
は

薪
に
し
て
養
護
施
設
等
へ
無
償
提
供

す
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
考
慮
し
た

「
循
環
型
」
の
森
林
整
備
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。
内
閣
府
に

よ
る
平
成
16
年
度
「
女
性
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
で
の
活
動
の
ほ
か
、
草
木
染
め

や
キ
ノ
コ
採
取
な
ど
の
講
習
会
、
山

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
長
で
あ
る
野
崎
節
子
さ
ん

の
お
話
し
の
中
で
「
女
性
も
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
片
手
に
山
に
入
り
、
荒
れ
て

暗
い
山
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
る
。
自
然
が
相
手
で
天
候
に
も
左

右
さ
れ
ま
す
の
で
、
決
し
て
無
理
し

な
い
こ
と
が
長
続
き
の
秘
訣
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

「
森
だ
く
さ
ん
の
会
」を

訪
ね
て

師
田　

智
恵
子

視

察

研

修

 ▲

森
だ
く
さ
ん
の
会
の
皆
さ
ん

平成18年度
坂城町女性団体連絡会名簿
会　長 清水　真美
副会長 小宮山　スミ江　　山﨑　恒子
監　事 大久保　美智子　　千野　里い
顧　問 栁澤　哲

団　体　名 代　表　者
農村女性ネットワークさかき 師田　智恵子
女性専門相談員 永井　　洋子
保健補導委員会 清水　　真美
消費者の会 小宮山スミ江
交通安全協会坂城支部女性部 笠井　　幸子
商工会女性部 山﨑　　恒子
農協坂城支所女性部 海野　　利子
更生保護女性会 澤﨑　　節子
婦人消防隊 赤池　トミエ
日赤奉仕団 松尾　　正子
農村生活マイスター 近藤　やえ子
共同参画をめざす会 大井　　宏子

H18.4.25㊋
  5.16㊋
  5.24㊌
  6.22㊍
  7.21㊎

8.30㊌

  9.11㊊・12㊋
  9.25㊊

  10.12㊍

  11.26㊐
   

H19.1.12㊎

  1.23㊋

新旧理事会（役場）
定期総会（役場）
女と男パワーアップ講座・開講式（役場）
講座「仕事と家庭生活の両立支援」（役場）
講演会「親のこころ子供のこころ」
（男女共同参画センター）
あいとぴあ公開セミナー（岡谷市）
対談「安心して働く環境を求めて」
9月坂城町定例議会傍聴（議場）
視察研修「森だくさんの会女性部」
（伊那市、木曽福島町）
講座「歴史を学び、ふるさとを知る」
（南条地区）            
男女共同参画地域フォーラムinさかき
兼「女と男ふれあいさかき2006」  
（文化センター大会議室）
女と男パワーアップ講座施設見学・閉講式
「地域包括支援センター」「宝池月影寮」
理事者との町政懇談会
（男女共同参画センター）

平成18年度 事業報告

女団連だより　第16号

15



泥
棒
被
害
の
現
状

　

１
月
下
旬
に
、
村
上
方
面
で
車
上

ね
ら
い
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
う
車
の
多
く
は
、
ド
ア
ロ

ッ
ク
を
か
け
て
い
な
い
車
で
、
ま
た

車
内
に
、
外
か
ら
見
え
る
状
態
で
バ

ッ
グ
な
ど
を
置
い
て
い
て
被
害
に
遭

っ
て
い
ま
す
。

　

千
曲
市
で
は
昼
間
家
人
が
不
在
の

家
を
ね
ら
う
空
き
巣
や
、
夜
間
家
人

が
２
階
の
寝
室
な
ど
で
休
ん
で
い
る

家
を
ね
ら
う
忍
び
込
み
の
被
害
が
連

続
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
坂
城
町
で

も
、
南
条
方
面
で
、
家
の
窓
ガ
ラ
ス

を
割
ら
れ
た
事
件
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
忍
び
込
み
は
、
昨
年
南
条
や
中

之
条
で
連
続
発
生
し
て
お
り
、
家
の

中
に
人
が
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

油
断
し
が
ち
な
心
理
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
、
不
用
意
に
現
金
を
出
し
た
ま

ま
休
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
最

近
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

件
は
、
家
の
人
に
見
つ
か
る
と
居
直

り
強
盗
な
ど
に
発
展
す
る
大
変
危
険

な
犯
罪
で
す
。

被
害
を
防
ぐ
に
は

　

こ
う
し
た
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
▼
車

の
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
行
う
▼
車

内
に
バ
ッ
グ
や
財
布
を
置
か
な
い
▼

盗
難
防
止
装
置
を
つ
け
る
▼
家
の
ド

ア
や
窓
を
毎
日
確
実
に
か
け
る
▼
窓

の
補
助
鍵
を
か
け
る
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
つ
け
る
、
な
ど
の
方
法
が
有

効
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
を
最
小
に
す
る
た
め

に
は
▼
現
金
は
必
要
最
小
限
し
か
家

に
置
か
な
い
▼
貴
重
品
は
夜
間
無
人

に
な
る
部
屋
に
は
置
か
な
い
▼
通
帳

と
印
鑑
は
別
々
に
置
く
▼
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
な
ど
の
暗
証
番
号
は
生
年

月
日
な
ど
を
避
け
他
人
に
分
か
り
に

く
い
番
号
に
す
る
な
ど
が
有
効
で
す
。

坂城町交番  ☎・有線８２－２００８
交番だより交番だより交番だより交番だより

　

ま
る
ち
ょ
う
様
で
職
場
体
験
学
習

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
生
徒
の
お
礼

の
手
紙
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

先
日
は
、
職
場
体
験
学
習
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
最
初
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
に
ん
じ
ん
の
千
切
り
、
じ

ゃ
が
い
も
の
芽
を
と
る
な
ど
色
々
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
た
の
は
、
店
長
の
西
澤

さ
ん
で
し
た
。
店
長
の
西
澤
さ
ん
は
、

仕
事
で
困
っ
て
い
る
と
き
、
優
し
く

教
え
て
く
れ
て
、
僕
は
と
て
も
元
気

が
で
き
ま
し
た
。
西
澤
さ
ん
の
奥
さ

ん
は
、
１
日
目
に
僕
が
自
転
車
置
き

場
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
わ

ざ
わ
ざ
段
ボ
ー
ル
を
ど
か
し
て
く
れ
、

ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
橋

さ
ん
と
山
崎
さ
ん
に
は
、
お
弁
当
を

配
達
す
る
と
き
、
車
の
中
で
楽
し
い

お
話
を
し
て
も
ら
い
、
緊
張
も
ほ
ぐ

れ
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、
食
器
洗

い
機
の
操
作
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

大
切
な
事
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

職
場
体
験
学
習
に
際
し
ま
し
て
、

本
当
に
多
く
の
職
場
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中

生
徒
た
ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
優

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
「
や
さ
し
さ
」
と
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
生
徒
た
ち
は
自
分
の
進
路
・
未

学校だより学校だより学校だより
職場体験学習より

２年　山下由紀子　先生

脳
の
働
き
を
よ
く
す
る
に
は

　

脳
細
胞
は
他
の
細
胞
と
異
な
り
、
生
ま
れ
た
と
き
に
細

胞
の
数
が
決
ま
っ
て
い
て
、
発
育
の
過
程
で
徐
々
に
失
わ

れ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
細
胞
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
、
十
分
な
酸
素

と
十
分
な
栄
養
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
の
働
き
を
よ
く
す
る

栄
養
素 学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

規
則
正
し
い
食
事
を
し

よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
来
年
度
か
ら
は
「
地
域
か
ら
学

ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
も
深
く
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
職
場
の

皆
さ
ん
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
坂

城
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
も
育
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

食 事
と

健 康

不
飽
和
脂
肪
酸
は
脳
に
60
％
含
ま
れ
て

お
り
、
脳
細
胞
の
主
な
構
成
材
料
で
す

（

）

不飽和脂肪酸 脳細胞を発達させます

カルシウム 脳神経の異常な興奮をおさえます

ビタミンＣ 神経細管がつまるのを防ぎます

まぐろ 　　　　　　さんま　　　　　さば　　　　  うなぎのかば焼き

小魚 　　　　　乳製品 　　　　　　海藻 　　　　　　　豆腐

みかん　　　　　 いちご　　　　 ブロッコリー 　　　　ピーマン 
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3月の行事予定［申し込みはお早めに！］3月の子育てグループの予定
★どのグループも、７日（水）は全員
　　　「わくわくまつり」にご参加ください。 内　　　容 時　間

２日㈮ 親子リトミック　中沢敏江先生
持ち物：上履き（親子とも）

午前10時

６日㈫ 巡回家庭児童相談　山口八重子先生 午後１時30分

７日㈬

第6回センター祭「わくわくまつり」
大勢の皆さんの参加をお待ちしてい
ます。１人１００円お持ちください。
内容：ポップコーン、ボンボン、ゲー
ム、手品、バザー、ほかお楽しみ。
平成19年度保育園・幼稚園に入園す
るお友だちのお祝い会

午前10時

８日㈭ たんぽぽ教室　お別れ会…人形劇 午前10時

１２日㈪ 子育て講演会　中野早苗先生
 「輝いて子育て！　パート２」 午前10時

１４日㈬ すくすく広場　「おはなしでてこい」
かずえステージ

午前10時

１６日㈮ つくしんぼ教室　
「スタンプあそび　お祝い会」

午前10時

２２日㈭ ボランティア懇話会 午後１時

２３日㈮ マザーリーフの会　総会（活動・会
計報告）機関誌の発行

午後１時30分

なかよし
広場

３日（土）ひなまつり　坂城幼稚園　午前10時

今月の
相談日

細江相談員　７日、14日、28日(水) 
　　　　　　午前９時30分～午後４時30分
希望される方は事前に連絡をお願いします！

赤ちゃん小組（毎週月曜日）
5日：ママストレッチ
12日：講演会
19日：おやつづくり　
26日：おさんぽ
代表：和田奈々さん　☎８２－８２０８

サークルどんぐり（第１・３火曜日）
6日：わくわくまつりの準備
20日：お別れ会
代表：小西淳子さん　☎８２－７１８７

スコーレ母親教室（第２火曜日）

13日㈫：金子通子先生と子育てトーク
代表：太田とよ子さん　☎８２－６０２７

まざーぐうす
1日：ゲーム（見学どうぞ！！）　　
8日：お休み
15日：お別れ会
22日：お休み
代表：堀内二美さん　☎８２－２７７４

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）
9日：ひなまつり
23日：誕生会とお別れ会
代表：池田妙恵さん　☎０９０－９１３１－０４９４

ゆりかごの会　月１回
15日㈭：お別れ会とお楽しみ会「１歳までの子
育て＆あそび」を終えた皆さん集まれ！
代表：田中早苗さん　☎８１－２３７７

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ・有
線
８
２
│
２
２
９
１

　

寒
い
冬
を
過
ぎ
て
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
土
手
に
は
い
つ
も
よ
り
早
く
、
水
色

の
い
ぬ
ふ
ぐ
り
、
ふ
き
の
と
う
が
芽
を
出

し
て
し
て
春
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
開
館
か
ら
６
年
を
数
え
、
当
初

１
３
８
４
組
の
利
用
者
が
今
年
度
は
約
６

０
０
０
組
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
声
を
掛
け
合
い
、
子

育
て
を
共
有
し
あ
え
る
環
境
づ
く
り
を
今

日
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、

新
た
に
集
団
生
活
に
加
わ
る
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
お
う
ち
の
方
に
と
っ
て
も
、

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る
一

歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、

今
ま
で
の
よ
う
に
愛
情
い
っ
ぱ
い
か
け
て
、

叱
っ
た
り
、
励
ま
し
た
り
し
な
が
ら
、
お

子
さ
ん
を
温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
育
て
に
疲
れ
た
と
き
、

分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
遊
び
場
と
し

て
、
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
利
用
は

お
気
軽
に

◆時間:午前9時～正午
◆場所:子育て支援センター
　　　　（まざーぐうすは文化センター）
◆持ち物:飲物、おむつ、お手拭き、着替え
あそびにきたい方へ：土曜・日曜・祝祭日以外は開
館しています。グループにかかわらず、午前・午後
お子さんの状態であそびにどうぞ！ 
お願い：年度の終わりです。名札をお持ちの方は戻
してください。

◆場所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭きも）、テ

ィッシュ、タオル（ハンカチ）
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※診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は電話、新聞などで確認をしてください。

３月４日㈰

１１日㈰

１８日㈰

21日㈬

２５日㈰

４月１日㈰

荒川医院 【千曲市芝原】☎（026）275－2360
榑沼歯科医院 【千曲市内川】☎（026）261－5005

市川内科医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275－5515
あかいけ歯科クリニック 【　　鼠　　】 ☎   81－3377

工藤医院 【千曲市磯部】 ☎（026）275－1304
竹内歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）274－7050

よしだ内科クリニック 【上　五　明】 ☎・有線  81－1330
滝沢歯科医院 【千曲市粟佐】 ☎（026）272－1132

いろかわ医院 【立　　　町】☎・有線  82－2143
若林歯科医院 【千曲市杭瀬下】 ☎（026）273－0103

武市医院 【中　之　条】☎・有線  82－2606
あかいけ歯科クリニック 【　　鼠　　】☎   81－3377

粗大ごみの回収

相談日　　　3月

まちのうごき 平成19年2月１日現在

 世帯数 ５,７１７世帯 （－９）
 人　口 １６,４９４人　 （－21）
  男 ８,０６８人　 （－17）
  女 ８,４２６人　 （－４）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故 平成19年1月31日現在

　　件　数 8件 （－2）
　　死　者 ０人 （±0）
　　負傷者 10人 （－2）

※（  ）は前年比

当番医（医科・歯科）

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047３月の健診

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（平成18年11月生）
　13日（火）　午後１時集合
７か月児健康相談（平成18年８月生）
　20日（火）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成18年５月生）
　15日（木）　午前９時30分集合
２歳児健康相談（平成16年11月・12月生）
　６日（火）　午前９時30分集合
３歳児健康診査（平成15年９月１日～10月31日生）
　２日（金）  午後１時集合

１８日㈰
午前８時30分～10時

びんぐしの里公園駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

９日㈮
20日㈫

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

９日は弁護士、20日は司法書士に
よる法律相談をあわせて開設
※弁護士による相談は午前９時30
分～11時30分

年金相談 28日㈬
午前9時30分～午後3時
役場第３会議室（3階）

行政相談 15日㈭
午前９時～正午
役場第５会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

有線使用料の納付をお忘れなく

　3月30日は（金）は有線使用料第４期の
納期限です。納付書の場合は最寄りの金融
機関で納入してください。また、口座振替
の場合は3月30日は（金）が振替日ですの
で、残高の確認をお願いします。
　今年度の最終納期となりますので、納め
忘れのないようお願いします。

◎問い合わせ先
　坂城町有線放送電話
　☎８２－３１１１（内線２２２）
　有線８８－１０００

有線加入推進キャンペーン

この機会に有線放送電話にご加入ください。

※キャンペーン期間中でも、電話機代及び加入にかか
る工事代は加入者の負担となります。

※期間中の加入者は、加入後２年間は廃止できません。
（一時的な加入は対象外。）

※有線放送電話の使用料は、月額１,４００円です。

４月～６月に新規加入される方は
加入金（３２,０００円）が無料に !
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■3月の休館日■　■■休館日
日 月 火 水 木 金 土
＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

☆おはなし会　10日（土）午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　６日、20日（火）午後２時～　 
　　　　　講師：山口静枝さん
「文章の書き方講座」
　24日（土）午後２時～
　　　　　講師：長島伸一さん

☆おすすめの本☆
動植物の漢字がわかる本
（監修：白川　静／共同通信社）
　イカはなぜ「烏賊」と書くのか？　
海の生き物なのになぜ「カラス」の漢字
が？　動物、魚、昆虫、樹木、草花など
漢字を当てるとどんな字になるのか、ど
うしてその字が当てられたのか。由来が
わかれば納得できる。

☆一般図書☆
・白川さんに学ぶ　漢字は楽しい
　（監修：白川　静／共同通信社）
・ウソが９割健康ＴＶ
　（著：三好基晴／リヨン）
・手紙から読み解く　戦国武将の意外な真実
　（著：吉本健二／学研）
・装束の日本史
　（著：近藤好和／平凡社）

・どーちだ？
　（作：植垣歩子／福音館書店）
・どろんこそうべえ
　（作：たじまゆきひこ／童心社）
・のんびりオウムガイとせっかちアンモナイト
　（作・絵：三輪一雄／偕成社）
・イノシシとお月さま
　（文：谷　真介／佼成出版社）
・お姫さまのアリの巣たんけん
　（作：秋山あゆ子／福音館書店）

☆児童図書☆

□3月の催し物□

□新着図書□

3月の番組表
番　組　名 内容／出演

４日㈰ 楽しい民話
ぶんぶく茶がま
金井　青木典子さん

８日㈭
わが家の花は
元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

１１日㈰ 楽しい民話
したきりすずめ
鼠　玉井かつ子さん

１３日㈫ 信号は赤です
交通事故防止等

坂城町交番　真岸所長

１５日㈭ 川 　 　 柳
ＪＡ文芸から

選者　中沢月人さん

１８日㈰ 楽しい民話
あんころもちこぞう
旭ヶ丘　中村秀子さん

２０日㈫ 税務署だより
消費税・地方消費税の確定申告

上田税務署

２２日㈭ こちら１１９番
天ぷら油による火災の防止

消防署

２５日㈰ 楽しい民話
木こりといたずらたぬき
込山　岡田由貴子さん

２７日㈫ 明るい消費生活
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

有 線

操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９

終了するとき　  ・   ・９ 4 0

チャンネル放送番組

音楽放送

ＦＭ長野

ＮＨＫ・ＦＭ

音楽放送

音楽放送/JA川柳（16日～）

1

２

３

　3／１～3／31チャンネル番号

4

４

５

◆有線本部
　☎82－3111（内線222）
　有線88－1000
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■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画調整課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

　２月10日（土）、坂城中学校吹奏楽部のサクソ
フォン４重奏とクラリネット８重奏の２編成が、長
野県代表として出場した東海県アンサンブルコンテ
ストにおいて、それぞれ金賞と銀賞を受賞しました。
　両編成の皆さんは「緊張したけど、先生から教わ
ったことや日頃の練習の成果が発揮でき、悔いの残
らない楽しい演奏ができました。このチームで演奏
できて本当によかったです。」と、顧問の金井先生
は「生徒たちの大会にかける気持ちは、とても前向
きで強かった。私の指導を超えた素晴らしい演奏が
できたと思う。」と受賞の喜びを話されました。

商店街にぎわい実行委員会主催
◇坂中吹奏楽部チャリティコンサート◇

出演　坂城中学校吹奏楽部
日時　３月31日（土）　午後２時30分開場
場所　中心市街地コミュニティセンター
※当日は、同部の活動支援を目的に、大人ひと口５
００円・小中高生100円からの募金を募ります。

全国教育美術展で特選全国教育美術展で特選

　坂城中学校の中島ひかるさんと西澤里咲さんのおふ
たりが共同制作したデザイン作品が、第66回全国教
育美術展において、応募総数約13万点の中から特選
に選ばれました。作品は「ばら餅」など、町特産品を
活かした料理を扱う夢のレストランのメニュー表デザ
インを考えたもので、おふたりは「まさか受賞できる
とは思っていなかったので、とても嬉しいです」と予
想外の受賞を喜んでいました。
　坂城駅ギャラリーにおいて、同様の作品の展覧会が
開催されます。詳しくは５ページをご覧ください。

　こんにちわ。
　兄の理人はこの春楽しみにしている保育園へ
入園します。将来の夢はヒーローになる事です。
　弟の陽は只今ハイハイで家中を爆走中！早く
歩けるようになってお外でたくさん遊べるとい
いね。

　中沢　理
りひと

人   くん（3歳）
　 陽

はる

 　くん（9か月）
  智則さん・恵美さん　〈中之条〉

すくすく育っ育ってすくすく育っ育ってすくすく育って

東海大会で金＆銀賞東海大会で金＆銀賞

▲サクソフォン4重奏の皆さん

▲クラリネット8重奏の皆さん
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